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一方的賃金減額への抗議と即時是正、再々度の申し入れと通告 
 

 本日１２月２５日、㈱ラピュタは本年３月２５日と６月２５日の一方的賃金減額（各２８，００

０円、計５６，０００円）に引き続き、再び支部委員長である須賀信生氏への給与支払額を一方的

に減額（約９０，０００円）させた。 
 過去の賃金減額分については映演労連を通じて本年３月２６日と６月２５日にそれぞれ即時遡及

することを求めた文書を送付したが、貴殿らからは遡及どころか減額の理由すら明らかにされず何

ら回答はなされていない。会社と須賀委員長との間に賃金減額を受け入れるような労働契約の変更

はなく、事前の同意がなかったことは貴殿らも十分承知のはずである。また、賃金減額問題を含ん

だ団体交渉についても組合から本年４月２４日、６月１日、１２月２日と申し入れてきたが、これ

らについても全て貴殿らは何ら対応することはなく、団体交渉拒否をまたも繰り返している。 
 我々は、本減額の措置が法的に無効であることも団体交渉拒否が不当労働行為にあたることも再

三指摘し抗議も続けてきた。にも関わらず、１２月１６日には須賀委員長に対して解雇予告を通知

し、今回は一方的賃金減額をまたも繰り返した。 
 貴殿らは、不法行為であることを知りながらなぜ繰り返し須賀委員長に対して攻撃を続けるのか。

貴殿らが、本件に関して是正もせず、何の説明も回答もせずに、我々が納得するとでも思っている

のであれば、それは大きな誤りである。我々には実力行使も含め、労働組合として認められるあら

ゆる手段を尽くして、本件の解決を貴殿らに迫る用意があることを通告する。 
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